
【フレイル予防の
ポピュレーションアプローチとは】



3. ポピュレーションアプローチに主眼をおいたフレイル予防の
体系的かつ統一的な声明

（1）フレイル予防及びフレイル予防のポピュレーションアプローチの概念と
考え方

①フレイル予防の概念【図1】
②フレイル予防のポピュレーションアプローチの概念【図1】
③フレイル予防のポピュレーションアプローチの基本的な考え方【図2】
④現在厚生労働省の行っているフレイル予防のポピュレーションアプローチ
【図3から図6まで】
ⅰ）健康局所管の取組
ⅱ）保険局所管と老健局所管の取組



フレイル予防の概念

フレイル予防とは、「できる限りフレイルになるのを防ぐこと及びフレイルの
進行を遅らせること（進行した状態から戻らせることを含む）」をいい、介護
予防の早期対応に相当

フレイル予防のポピュレーションアプローチの概念

フレイル予防のポピュレーションアプローチとは、行政や産業界などが、そ
れぞれあるいは連携して、地域住民の集団（健常な人・プレフレイルとフレ
イルに該当する人すべて）に対して行うフレイル予防の啓発（一次予防）
から環境整備（ゼロ次予防）に至る一連のフレイル予防の対策の展開の
体系

【図1】



フレイル予防のポピュレーションアプローチの基本的な考え方

〇行政、産業界、教育界などの各分野が一体的に取り組むことが重要

〇一次予防として、自助互助の生み出す力を大切にし、分かりやすい行動
指針を示すことが必要。併せてゼロ次予防を行うことが重要

〇各実践現場の担当者が フレイルの特徴・構造や行動指針の根拠となる
エビデンスを正しく理解することが重要。また、フレイルの概念の特性を
十分に踏まえた新たな手法の開発が重要

【図2】



厚生労働省 資料
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【図5】

厚生労働省 保険局 令和４年度 全国厚生労働関係部局長会議 資料



【図6】

厚生労働省 全国高齢者医療・国民健康保険主幹課（部）長及び後期高齢者医療広域連合事務局長会議資料 2019年3月12日


